
 

1 

 

 資料２  

＜総合計画検証案＞ 

■ 基本目標２ 心豊かで輝く人と文化を育むまちづくり 

 

＜検証政策／2-1 豊かな心を育む人づくりと生涯にわたる学びの充実＞ 

 

30 人学級編成と GIGA スクール推進により質の高い学校教育を実現し、電子

図書館やジモト大学の立ち上げで生涯学習基盤を整備した。これらの実績は児

童生徒から成人まで幅広い年代の学びの充実に寄与したことと評価する。 

一方、児童生徒数減少への対応が新たな課題として顕在化し、児童生徒の学

びや生活の重要な拠り所となる「小中学校配置計画」は、保護者・地域住民と

の協議を通じた合意形成は大切なプロセスではあるものの、町（教育委員会）

の理念や方針が起点となり将来展望に責任をもった実践と実行となることを

強く求めるものである。 

 

 

＜施策別検証結果＞ 

○ 2-1-1：学校教育の充実 

＊ 評 価 

・ 小・中学校全学年の 30人以下学級編成を実現し、きめ細かな教育指導体制を構

築した。 

・ 教育 DX 推進員の配置、AI ドリル、授業支援ソフト導入により、ハード・ソフト

が有機的に機能する教育環境を構築した。 

・ 学校体育館 LED 化工事、給食配膳室改修など、安全・安心な教育環境を整備し

た。 

・ 教職員の法令順守、不祥事防止、服務規律の徹底により信頼される学校運営を維

持・継続した。 

＊ 課題と今後の方向性 

・ 児童生徒数の急速な減少により、令和８年度から複式学級が順次発生予定であ

る。 

・ 小中学校配置計画の見直しにあたっては、10 年先を見据えた中長期的な教育環

境整備の方針を明確にするとともに、保護者や地域住民との協議を重視し、丁寧

な合意形成を図ることが重要である。 
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○ 2-1-2：社会教育の充実 

＊ 評 価 

・ 電子図書館機能を供用開始し（令和５年 10 月）、利用冊数の順調な伸びを達成

した。 

・ 地域おこし協力隊採用（令和２年度）により、芽室ジモト大学を立ち上げ、郷土

愛育成と地域探求支援を実現した。 

・ 図書館、公民館等の機能を充実させ、多様な生涯学習支援体制を構築した。 

・ フレンドリーコンサート、町民文化展、文芸史発行支援など文化芸術活動を継続

実施した。 

＊ 課題と今後の方向性 

・ 電子図書の利用者からコンテンツ充実や使いにくさの指摘があり、今後の改善

が必要である。 

・ 学校図書館との連携をさらに深め、児童生徒の読書推進を図るための連携強化

を求める。 

・ 図書館においては、紙と電子の相乗効果を高める方策の検討を求める。 

・ 子どもから高齢者まで多様な世代の学習機会の継続提供体制を維持・発展させ

ることを期待する。 

 

 

 

＜検証政策／2-2 地域文化の形成とスポーツ環境の充実＞ 

 

地域文化振興では各種大会支援、ゲートボール全国大会開催による国際交流、

指定管理者制度導入により多面的な文化振興を実現した。また、スポーツ環境

づくりでは施設整備、プロスポーツ連携により、スポーツ環境を充実させた。

これらの取組みは、文化とスポーツを軸とした活力ある地域づくりの推進に寄

与したものと評価する。 

次期計画の策定にあたっては、文化事業・スポーツ活動の継続的な支援体制

の維持、部活動地域移行の「地域づくり」への転換を重点課題と捉えると共に

文化芸術鑑賞機会とスポーツ参加機会の充実により、町民の豊かな生活を目指

すことを期待する。 

また、社会体育施設の老朽化に伴う修繕等については、資材高騰等の影響を

あらかじめ加味した上で、優先度や必要性を精査・吟味した執行となるよう求

める。 
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＜施策別検証結果＞ 

○ 2-2-1：地域文化の振興 

＊ 評 価 

・ 各種大会助成金により全国・全道大会への参加を支援した。 

・ 歴史文化体験ツアーなど広域連携による文化振興を推進した。 

＊ 課題と今後の方向性 

・ 文化事業の継続的な支援体制の維持が必要であり、各種団体との連携・協働を深

化させた持続可能な体制構築を求める。 

・ 文化芸術鑑賞機会のより充実した環境整備を求める。 

 

○ 2-2-2：スポーツしやすい環境づくり 

＊ 評 価 

・ 部活動地域移行推進協議会設置（令和５年度）、令和６年度から生涯学習課で実

施し、地域づくり視点で推進した。 

・ ゲートボール発祥の地杯全国大会を令和６年度に開催し、ブラジル連合来町に

より国際交流を実現した。 

・ 総合体育館改修、町営水泳プール・トレーニング施設整備により、健康増進拠点

機能を強化した。 

・ 北海道十勝スカイアース、北海道コンサドーレ札幌、北海道日本ハムファイター

ズとの包括連携協定により、スポーツ人財育成を強化した。 

・ 各種大会出場支援事業により、全国・全道大会参加を支援した。 

＊ 課題と今後の方向性 

・ 部活動地域移行は「受け皿探し」ではなく「地域づくり」の視点が重要であり、

地域協働による持続可能なスポーツ・文化活動推進体制の構築を求める。 

・ プロスポーツとの連携を生かした人財育成と地域活性化を求める。 

・ スポーツを軸とした多様な機会創出により、町民の健康寿命延伸を目指すこと

を期待する。 

・ ゲートボール競技人口の減少に対し、体験機会の創出と学校教育の連携を求め

る。 

 


